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一
貌

国
際
私
法
皐
曾

図
際
私
法
は
、
そ
の
内
容
の
特
殊
性
も
あ
り
研
究
者
も
数
少
な
か
っ
た
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と
こ
ろ
か
ら
、
斯
事
の
研
究
者
は
、
常
初
か
ら
、
わ
が
閣
に
お
け
る
全
図

的
な
法
律
の
墜
舎
と
し
て
、
最
も
長
い
歴
史
を
有
す
る
閤
際
法
準
曾
(
そ

の
機
関
誌
た
る
図
際
法
外
交
雑
誌
は
既
に
五
十
巻
を
超
え
て
い
る
)
中
に

含
ま
れ
、
ま
た
終
戦
後
成
立
し
た
日
木
私
法
場
合
に
も
参
加
し
て
い
る
。

し
か
る
に
近
時
こ
の
皐
問
に
封
す
る
一
般
の
認
識
が
高
ま
り
需
要
性
も
頓

に
増
大
し
、
研
究
者
も
亦
相
蛍
の
数
に
達
し
た
。
そ
こ
で
従
来
か
ら
問
題

と
な
っ
て
レ
た
濁
立
の
一
挙
舎
を
組
織
し
て
は
と
の
議
が
熱
し
、
途
に
昭

和
二
十
四
年
の
秋
に
は
図
際
私
法
撃
曾
の
成
立
を
見
、
既
に
験
問
の
聞
牢
曾

が
開
催
さ
れ
、
都
民
展
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
の
概
要
を
示
せ
ば
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

第
一
同
例
曾

時
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
四
日

所
神
戸
大
翠

研
究
報
告

関
際
私
法
上
に
お
け
る
裁
判
州
管
轄
と
蛍
事
者
の
図
籍

東
大
助
教
授

京
大
救
援

紳
大
教
授

マ
シ
チ
ニ
の
図
際
私
法
理
論

閤
際
私
法
且
平
方
法
論

第
二
悶
例
曾

時
昭
和
二
十
五
年
五
月
五
日

所
神
戸
大
事

研
究
報
告

わ
が
民
事
法
上
に
お
け
る
住
所

一
橋
大
激
授

川夢野池
上藤原
太武季
郎生雄

久
保
岩
太
郎

崎
ー.

命令』

鋼

、〈

属 商
人際
法私
に法
お k
けに
るお
本け
図る
主位
義所
と地
位概
所念
地の

東主決
北義定
大、東京
助大'大
教教救
援授授

属
地
主
義
理
論

第
三
回
例
曾

時
昭
和
二
十
五
年
十
月
二
十
七
日

所
京
都
、
西
闇
寺
公
別
邸
清
風
薙

研
究
報
告

外
岡
曾
祉
の
支
陪
の
闘
際
私
法
上
に
お
け
る
地
位

紳
大
教
授

東
大
教
授

欧
洲
よ
り
蹄
り
て

第
四
悶
例
曾

時
昭
和
二
十
六
年
五
月
一
日

所
東
京
神
問
、
如
水
禽
別
館

研
究
報
告

実
法
上
の
作
所

第
五
回
例
曾
、

時
昭
和
二
千
六
年
十
一
月
五
日

所
神
戸
大
皐

研
究
報
告

ロ
シ
ア
曾
祉
の
法
律
上
の
地
位

準
擦
紙
燭
法
の
問
題

東
北
大
教
授

同
大
助
教
授

中
大
助
手

車
周
藤
武
生

江
川
英
文

折
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川
辻
太
郎

江
川
英
文
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田
三
郎
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第
六
岡
例
曾

時
昭
和
二
十
七
年
四
月
三
十
日

所
東
京
神
田
、
中
大
奮
西
園
寺
邸

研
究
報
告

図
際
私
法
上
に
お
け
る
夫
婦
財
産
制
東
北
大
教
授

圏
際
私
法
上
に
お
け
る
婚
姻
の
身
分
的
数
力京

大
助
教
授
潟
地
良
夫

木
皐
曾
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
殆
ん
ど
事
門
拳
者
の
み
か
ら

な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
曾
員
も
少
数
で
は
あ
る
が
、
曾
員
各
自
が
問
題
、

例
え
ば
研
究
報
告
の
課
題
の
如
き
も
、
自
己
自
ら
の
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
、
如
何
に
し
て
掘
り
下
げ
如
何
に
開
拓
し
て
行
、
べ
き
か
に
つ
き
、
文

字
遁
り
協
力
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
数
少
な
い
曾
長
が
他
方

に
お
い
て
、
殆
ん
ど
ナ
ベ
て
園
際
私
法
拳
曾
及
び
日
木
私
法
拳
曾
に
も
加

入
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
撃
曾
内
に
お
い
て
何
れ
も
図
際
私
法
部
骨
聞
が

あ
る
た
め
、
曾
員
の
研
究
報
告
を
槍
鴬
す
る
機
舎
の
頻
繁
な
こ
と
は
、
恐

ら
く
他
の
躍
中
曾
に
例
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
。

曾
員
の
協
力
の
一
つ
の
顛
わ
れ
と
し
て
、
図
際
法
事
曾
編
の
名
義
で
は

あ
る
が
、
事
寅
上
、
木
皐
曾
の
曾
員
十
数
氏
執
筆
議
定
の
下
に
図
際
私
法

講
座
が
計
聾
さ
れ
、
大
慢
に
お
い
て
第
一
念
図
際
私
法
線
論
、
第
二
巻
図

際
民
法
、
第
三
袋
、
図
際
私
法
特
殊
問
題
の
金
三
巻
、
密
植
各
径
二
五

O

/
買
が
、
刊
行
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
。
従
来
望
ん
で
、
し
か
も
寅
現
し
得
な
か

っ
た
部
分
に
つ
き
、
鼠
中
界
並
に
寅
際
界
の
要
望
に
膝
え
、
そ
の
潟
を
嘗
し

得
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
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